
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　既存の 物の 梁と床 と フレーム

高強度・軽量コンクリートによる表裏一双の格子型のプレキャストコン
クリート板を 配設し 記表裏一双の格子型 プレキャスト板 鋼
鈑を介して高力ボル るいはＰＣ鋼棒によって接合したのち、

高強度無収縮モルタルを充填
物の耐震補強工法。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、既存鉄筋コンクリート造建物に利用する、軽量のプレキャスト部材を用いた耐
震補強工法に係るものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来の耐震補強工法としては図１に示すように、枠組みに対する現場後打ちコンクリート
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鉄筋コンクリート造建 柱と天井 梁 で構成された既存 内にお
いて前記天井梁の下端と前記床梁の上端の仕上げ部を除去してアンカーを施工し、前記既
存フレームの内周に沿わせて構築する鉄筋コンクリート造の付加フレームのための定着用
金物をセットして、前記付加フレームのための配筋を行い、前記付加フレームにより囲繞
される空間内に、

複数 、隣り合った前 の どうしを
トあ 前記付加フレームのため

の後打ちコンクリートを打設して前記付加フレームを完成し、前記軽量プレキャストコン
クリート板どうしの鉛直及び水平接合部に することを特徴と
する鉄筋コンクリート造建



による耐震壁の増設工法（図１（イ）（ロ））及び枠組鉄骨ブレースの増設による補強工
法（図１（ハ））柱の周囲を鉄板で巻き付ける鉄板巻き補強工法（図１（ニ））更には袖
壁の増設（図１（ホ））またはバットレスの増設、あるいはまた骨組みの増設、その他最
近では既存の柱、梁を補強する繊維の巻付け工法、繊維シートの貼付け工法等が開発され
ている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
現場後打ちコンクリートによる耐震壁の増設工法、及び枠組み鉄骨ブレースの増設工法は
、高い耐力を必要とする耐震補強として効果を発揮する。
しかしながら耐震壁の増設では現場での鉄筋工事、型枠工事、仮設工事を必要とし、コン
クリート打設のための配管工事やコンクリート打設によって現場を汚したり、養生のため
仕上げ工事が遅れたりする。
【０００４】
また枠組み鉄骨ブレース工法では、取り付けや運搬に大型機械を必要とし、コスト的にも
割高になってしまう。
また柱のせん断強度を高める鉄板巻き補強工法は鉄板の組立時に現場溶接を必要とするな
ど、いずれの工法も建物を使用しながら安全で短期間に施工することが困難である。
【０００５】
本発明はこのような実状に鑑みて提案されたもので、その目的とするところは、図１の点
線で示したような補強効果を期待したもので、比較的軽微な補強で、建物の供用中に短期
間に安全に施工しうる構造物の耐震補強工法を提供する点にある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　前記の目的を達成するため、本発明に係る 物の耐震補強工法によ
れば、既存の 物の 梁と床 と フレーム

高強度・軽量コンクリートによる表裏一双の格子型のプレキャスト
コンクリート板を 配設し 記表裏一双の格子型 プレキャスト板

鋼鈑を介して高力ボル るいはＰＣ鋼棒によって接合したのち、

高強度無収縮モルタルを充填
。

【０００７】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明を本発明の好ましい実施の形態を示す図面について説明する。高強度軽量
コンクリートを使用した格子型の軽量プレキャストコンクリート板１は図２、図３の断面
図に示すように、 プレキャストコンクリート板同士を接合するために、
３辺 または４辺に欠込みを設け、鋼板２を介して高力ボルトあるいはＰＣ鋼棒３で緊締
している。
【０００８】
　施工に際しては既存の 建物の

梁６の下端と 床 ６’の上端の仕上部を除去したのち
アンカーを施工し、 既存

フレーム５の 定着用金物をセットする。次いで フレーム５の 配筋を行
う。
【０００９】
　 最下部より施工して片側１枚の格子型の

軽量プレキャストコンクリート板１を建込み、同軽量プレキャストコンクリート板
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鉄筋コンクリート造建
鉄筋コンクリート造建 柱と天井 梁 で構成された既存 内

において前記天井梁の下端と前記床梁の上端の仕上げ部を除去してアンカーを施工し、前
記既存フレームの内周に沿わせて構築する鉄筋コンクリート造の付加フレームのための定
着用金物をセットして、前記付加フレームのための配筋を行い、前記付加フレームにより
囲繞される空間内に、

複数 、隣り合った前 の どうし
を トあ 前記付加フレームの
ための後打ちコンクリートを打設して前記付加フレームを完成し、前記軽量プレキャスト
コンクリート板どうしの鉛直及び水平接合部に することを特
徴とする

隣り合った ２辺、
、

鉄筋コンクリート造 柱７と天井梁６と床梁６’とで構成さ
れた既存フレーム内において天井 、 梁

この フレームの内周に沿わせて構築する鉄筋コンクリート造の付
加 ための 付加 ための

前記付加フレーム５に囲繞される空間内に、 高
強度・



１の裏面にサンドイッチ用のエポキシ系弾性接着剤を塗布し、しかるのち反対側の軽量プ
レキャストコンクリート板１を建込む。
　

プレキャストコンクリート板１相互の接着力及び面外拘束のために
高力ボル るいはＰＣ鋼棒３

のち、 フレーム５の コンクリートを打設して
高力ボルト ３の欠込み部と前記軽量プレキャス

トコンクリート板１の鉛直及び水平接合部に高強度無収縮モルタル４を充填し、仕上げ工
事を行ない、掃除をして全工程を終了する。図中８はボルト孔である。
【００１０】
【発明の効果】
　本発明によれば前記したように、既存の 物の 梁と床 と

フレーム

高強度・軽量コンクリートによる表裏
一双の格子型のプレキャストコンクリート板を 配設し 記表裏一双の格
子型 プレキャスト板 鋼鈑を介して高力ボルト あるいはＰＣ鋼棒によって接合
したのち、

高強度無収
縮モルタルを充填 ことにより 格子型軽量プレキャストコンクリート部材によ 間
仕切り感覚で耐震補強施工が容易に行われる。
【００１１】
また前記プレキャストコンクリート部材が軽量であるため躯体重量が軽減され、基礎の負
担が少なく、運搬や建込みに大型機械を必要とすることがなく、直ちに仕上げ工事が可能
となり、作業性が大幅に向上される。
また本発明は乾式工法であるため現場を汚損することがなく、建物の使用を継続しながら
施工することができ、また開口部を大きくとれ、解放性がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】主な耐震補強工法の補強効果を示す説明図である。
【図２】本発明に係る構造物の耐震補強工法の概要を示す正面図である。
【図３】図２の矢視Ａ－Ａ図である。
【符号の説明】
１　　軽量プレキャストコンクリート板
２　　鋼板
３　　高力ボルトあるいはＰＣ鋼棒
４　　高強度無収縮モルタル
５　　周辺フレーム
６　　既存の建物の梁
６′　既存の建物の床
７　　既存の建物の柱
８　　ボルト孔
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これを反復して、表裏一双の格子型のプレキャストコンクリート板１を複数配設し、そ
の際に、隣り合った そ
れらプレキャストコンクリート板１どうしを鋼鈑を介して トあ
によって接合する。この 付加 ための後打ち 付
加フレーム５を完成し、 あるいはＰＣ鋼棒

鉄筋コンクリート造建 柱と天井 梁
で構成された既存 内において前記天井梁の下端と前記床梁の上端の仕上げ部を除
去してアンカーを施工し、前記既存フレームの内周に沿わせて構築する鉄筋コンクリート
造の付加フレームのための定着用金物をセットして、前記付加フレームのための配筋を行
い、前記付加フレームにより囲繞される空間内に、

複数 、隣り合った前
の どうしを 、

前記付加フレームのための後打ちコンクリートを打設して前記付加フレームを
完成し、前記軽量プレキャストコンクリート板どうしの鉛直及び水平接合部に

する 、 って



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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